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	機能：T細胞増殖を制御する受容体として作用する可能性があります。CD5はCD72/LYB-2と相互作用します。,類似性：3つのSRCRドメインを含みます。,機能：T細胞増殖を制御する受容体として作用する可能性があります。CD5はCD72/LYB-2と相互作用します。,類似性：3つのSRCRドメインを含みます。,
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	CD5（リン酸化Tyr453）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	CD5（リン酸化Tyr453）抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	PMA 125 ng/ml 30分処理した293細胞ライセートのCD5（リン酸化Tyr453）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	リン酸化CD5（Y453）ポリクローナル抗体を用いた293細胞のウェスタンブロット解析

